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内海ITU事務総局長 

ジュネーブ便り ジュネーブ便り ジュネーブ便り 
（2005年5月） 

◎内海事務総局長から
最近、ITUが契約したコンサルタントからのゴルフの接待
が問題になった。
これぐらいのことに、目くじらを立てることもなかっただ
ろうが、新しい契約獲得のための露骨な運動が目に付き、ま
た内部情報をコンサルタントに漏らす者もいたので、職員た
ちに、勧誘を受けることは、規則違反になることを注意喚起
し、記録も残した。
不祥事はどこの社会にでも起きるものだが、倫理観が出身
国や地域で大きく異なる国際機関では、殊の外、危険が大
きい。何しろ、多くの国では、いまだに、一族郎党に職を与
え、友人に利益誘導することができる者が、立派な成功者だ
と評価されるのだから。
ITUのために粉骨砕身努力しているにもかかわらず、多く
のITU職員やメンバー国から、評価されない理由は、私の最
大の指導規範が、機会均等、公平であることもひとつの理由
だろう。

◎5月の事務総局長の主な動向
5月3～4日　ITU理事会WSIS作業班会合（WG-WSIS、

ジュネーブ）
WG-WSISは、WSIS宣言及び行動計画を達成するために
ITUがすべき活動、電気通信を取り巻く環境の変化と情報
社会に向けたITUの対応策、WSIS第2フェーズへのITUの
貢献について、加盟国及び事務局の意見を考慮して、WSIS
プロセスに貢献することを目的として設置されたITU理事会
の作業班です。今回会合は、7月のITU理事会に向けた最終
会合という位置付けとなり、インターネットガバナンス、
WSIS実施メカニズムの扱いが議論の中心になりました。
インターネットガバナンスについては、インターネットガバ
ナンスの定義や、インターネットガバナンスに関するITU活
動の明確化などを提案する加盟国もありましたが、WSISイ
ンターネットガバナンスWGが審議中でもあり、当会合で議
論の総括はせず、理事会での審議にゆだねました。
また、WSIS実施メカニズムについては、WSIS行動計画
のうちICTインフラ整備についてはITUが中心となって実施
すべきとまとまりました。また、WSIS行動計画を実施する
各関係機関を束ねる調整的な機関が必要であるが、ICTを
担当する国連専門機関であるITUがその役割を果たすべき
との意見もありました。
そのほか、WSISの結果によっては、ITUの果たすべき役
割の見直しとともに憲章条約の改正につながるという意見も
ありました。
7月のITU理事会において、WSIS準備プロセスまたWSIS
行動計画実施メカニズムでのITUが果たすべき役割が再度
審議されます。

5月16～17日　東京ユビキタス会合（東京）
ITUは、総務省、国連大学との共催で、WSISテーマ会合

と位置付けて東京ユビキタス会議を開催いたしました。麻生
総務大臣と共に開会のあいさつを行い、ユビキタス社会の実
現に向けた課題についてお話ししました。新技術の展示会も
併設され、総務省及び関係者の周到な準備もあり、会議は
盛況でした。
ユビキタス社会という概念は、日本が提案した概念です
が、既にアジア地域の国々に浸透し、このWSISプロセスを
通じて世界にも浸透しようとしています。RFIDの技術力は
日本がずば抜けて高く、また実社会への導入も一番進んでい
ることから、世界が注目しています。今後、この分野で、日
本が世界の牽引役になることを期待しております。

5月18日　世界電気通信日のつどい等（東京）
日本ITU協会主催の世界電気通信日のつどいに、これま
では毎年ビデオメッセージで参加していましたが、今回は出
席して講演をさせていただきました。また、在日本チュニジ
ア大使の招待で、在京のアフリカ諸国大使によるアフリカデ
ーシンポジウムに出席して、アジアとアフリカのつながり、
ICTと開発、WSISなどについて話をいたしました。
また、今回は短い日本滞在でしたが、関係大臣、関係者
と今後のITU活動について協議し、さらに、旧知の方々との
情報交換など、忙しくも有意義な帰国となりました。

5月26日　ITU140周年記念式典（ジュネーブ）
ITUの前身である万国電信連合が設立された1865年5月
17日を、国連が定める世界電気通信日としてお祝いしてい
ますが、今年はその140周年に当たります。在ジュネーブの
大使やジュネーブ州政府の方々を招待して、ITU全職員が
参加する記念式典を行い、お祝いをしました。この記念式典
は、ITU職員の発案で、飾り付けからケーキまで職員が用意
して、芸達者な職員たちが歌や踊りを披露する、とても楽し
い一日となりました。
他の国際機関に比べて、外部への異動が少なく、ITU勤
務の長い職員が多いということもあるのでしょうか、ITUに
対する職員の愛着の深さを感じる式典でもありました。
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